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(54)【発明の名称】 緊急対応方法及び緊急対応システム

(57)【要約】
【課題】  従来の緊急対応システムでは、監視センタの
オペレータは、緊急時に一人のユーザに掛かりきりにな
って、別の緊急通報に対応できないという問題点があっ
たが、本発明では、オペレータの人数を増やすことなく
迅速且つ効率的に緊急時に対応することができる緊急対
応方法及び緊急対応システムを提供する。
【解決手段】  装着端末１ａから緊急通報を受信する
と、緊急対応手段２１が、当該装着端末１ａに近い別の
装着端末１ｂ～１ｆを選択して発呼し、ＰＨＳシステム
３が、当該装着端末１ａと選択された端末１ｂ～１ｆと
を多者同時通話回線で接続することにより、オペレータ
の代わりに選択された端末のユーザが緊急通報をした端
末のユーザを励ますように会話可能とする緊急対応方法
及び緊急対応システムである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ユーザの生体データを取得する複数の端
末の位置情報を監視し、前記いずれかの端末から生体デ
ータに異常があったことを示す緊急通報を受信すると、
前記端末の位置情報に基づいて、前記端末の近くにいる
別の端末を選択し、前記緊急通報した端末と前記選択さ
れた端末とを回線接続することを特徴とする緊急対応方
法。
【請求項２】  ユーザの生体データを取得する複数の端
末の位置情報を監視し、前記いずれかの端末から生体デ
ータに異常があったことを示す緊急通報を受信すると、
前記端末の位置情報に基づいて、前記端末の近くにいる
別の端末を複数選択し、前記緊急通報した端末と前記選
択された複数の端末とを多者同時通話回線にて接続する
ことを特徴とする緊急対応方法。
【請求項３】  ユーザの生体データを取得する端末と、
前記端末とＰＨＳ回線網又は携帯電話回線網を介して接
続される監視センタとを備えた緊急対応システムであっ
て、
前記端末が、取得した生体データに異常があった場合
に、前記ＰＨＳ回線網又は携帯電話回線網を介して前記
監視センタに緊急通報する端末であり、
前記監視センタが、複数の前記端末の位置情報を監視
し、前記いずれかの端末から前記緊急通報を受信する
と、前記端末の位置情報に基づいて、前記端末の近くに
いる別の端末を複数選択し、前記ＰＨＳ回線網又は携帯
電話回線網に対して前記緊急通報した端末と前記選択さ
れた複数の端末とを多者同時通話回線にて接続する要求
を出力する監視センタであり、
前記ＰＨＳ回線網又は携帯電話回線網が、前記監視セン
タからの前記要求を受信すると、前記緊急通報した端末
と前記選択された複数の端末とを多者同時通話回線にて
接続するＰＨＳ回線網又は携帯電話回線網であることを
特徴とする緊急対応システム。
【請求項４】  監視センタが、緊急通報を受信すると、
前記端末の位置情報に基づいて、前記端末の近くにいる
別の端末を複数選択し、ＰＨＳ回線網又は携帯電話回線
網に対して前記緊急通報した端末と前記選択された複数
の端末と監視センタとを多者同時通話回線にて接続する
要求を出力する監視センタであり、
前記ＰＨＳ回線網又は携帯電話回線網が、前記監視セン
タからの前記要求を受信すると、前記緊急通報した端末
と前記選択された複数の端末と前記監視センタとを多者
同時通話回線にて接続するＰＨＳ回線網又は携帯電話回
線網であることを特徴とする請求項３記載の緊急対応シ
ステム。
【請求項５】  端末が、監視センタを発呼する第１のボ
タンと、前記第１のボタンよりも小さい形状で、家族を
発呼する第２のボタンと、前記第１のボタンよりも小さ
い形状で、主治医を発呼する第３のボタンとを備えたこ*
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*とを特徴とする請求項３又は請求項４記載の緊急対応シ
ステム。
【請求項６】  端末が、ビーコン信号を発信する端末で
あり、
ＰＨＳ回線網又は携帯電話回線網が、前記ビーコン信号
の方向及び電界強度によって前記端末の位置を特定する
基地局と、前記基地局で特定された位置を位置情報とし
て監視センタに出力する位置管理手段とを備えたＰＨＳ
回線網又は携帯電話回線網であることを特徴とする請求
項３乃至請求項５記載の緊急対応システム。
【請求項７】  端末が、声紋の周波数を測定する手段を
備え、測定された声紋の周波数変化に基づいてストレス
の程度を示すストレスレベルを求め、生体データと共に
監視センタに前記ストレスレベルを送信する端末である
ことを特徴とする請求項３乃至請求項６記載の緊急対応
システム。
【請求項８】  ユーザの生体データを取得する端末と、
前記端末とＰＨＳ回線網又は携帯電話回線網を介して接
続される監視センタとを備えた緊急対応システムであっ
て、
前記端末が、声紋の周波数を測定する手段を備え、測定
された声紋の周波数変化に基づいてストレスの程度を示
すストレスレベルを求め、前記生体データと前記ストレ
スレベルとを定期的に前記監視センタに送信する端末で
あり、
前記監視センタが、受信した生体データとストレスレベ
ルとを端末毎にデータベースとして記憶し、前記データ
ベースに基づいて前記端末のユーザの生活リズムを導き
出し、新たに受信した生体データ及びストレスレベルと
前記生活リズムとを比較して、前記ユーザの体調変化に
よる緊急事態発生を予測する監視センタであることを特
徴とする緊急対応システム。
【請求項９】  端末が、生体データとして血圧、脈拍、
脈波、心電図、ＳＰＯ２、体温を取得する端末であるこ
とを特徴とする請求項３乃至請求項８記載の緊急対応シ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、装着者の生体デー
タを取得する端末を用いた緊急対応方法及び緊急対応シ
ステムに係り、特に緊急時に対応するオペレータの数を
増やすことなく迅速且つ効率的な対応ができる緊急対応
方法及び緊急対応システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来からＰＨＳシステム等を利用した緊
急対応システムが考案されている。老人等を対象とした
緊急対応システムとしては、ユーザである老人が電話や
リストバンド型の端末（装着端末）を装着し、緊急時に
予め設定された特定のボタンを押下すると、自動的にＰ
ＨＳ回線を介して監視センタに発呼され、迅速に緊急通
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報が為されるものがあった。
【０００３】このシステムでは、ＰＨＳシステムの位置
登録情報を利用して、監視センタにおいて常時端末の位
置を監視し、緊急時には、端末の位置すなわち装着者の
位置を付して消防署や警察等の救急システムに通報する
ようになっている。
【０００４】また、従来の別の緊急対応システムとして
は、装着端末が、装着者の体温、血圧、心拍数といった
生体データを取得して、ＰＨＳ回線にて定期的に監視セ
ンタに送信し、監視センタでは各端末の位置と生体デー
タを監視し、受信した生体データに異常があれば、オペ
レータが、予め端末に対応して登録されている病院や救
急システムに装着者の位置と共に通報するものがあっ
た。
【０００５】このような従来の緊急対応システムでは、
監視センタのオペレータは、緊急時に救急システムに通
報した後、救急車等が装着者の元に到着するまでの数分
間は、患者の状態をより正確に把握するために装着端末
を介して装着者と通話し、気持ちを安定させ、元気づけ
るように励まし続けることが必要である。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の緊急対応システムでは、監視センタのオペレータ
は、緊急時に一人のユーザに掛かりきりになってしま
い、別の緊急通報に対応できないため、オペレータの人
数を増やさなければならず、システム全体のコストが増
大してしまうという問題点があった。
【０００７】本発明は上記実情に鑑みて為されたもの
で、オペレータの人数を増やすことなく迅速且つ効率的
に緊急時に対応することができる緊急対応方法及び緊急
対応システムを提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記従来例の問題点を解
決するための本発明は、ユーザの生体データを取得する
複数の端末の位置情報を監視し、いずれかの端末から生
体データに異常があったことを示す緊急通報を受信する
と、当該端末の位置情報に基づいて、当該端末の近くに
いる別の端末を選択し、緊急通報した端末と選択された
端末とを回線接続する緊急対応方法としており、緊急事
態が発生したユーザと、近くにいる別のユーザとを接続
することができ、救急車が到着するまでの間は接続され
た別のユーザが緊急事態に陥ったユーザを力づけるよう
に会話を行うことにより、監視センタのオペレータが一
人のユーザに掛かりきりで会話をする必要が無く、別の
緊急通報の対応をすることができ、オペレータの数を増
やすことなく低コストで迅速且つ効率的な対応を行うこ
とができる。
【０００９】また、本発明は、ユーザの生体データを取
得する複数の端末の位置情報を監視し、いずれかの端末
から生体データに異常があったことを示す緊急通報を受
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信すると、当該端末の位置情報に基づいて、当該端末の
近くにいる別の端末を複数選択し、緊急通報した端末と
選択された複数の端末とを多者同時通話回線にて接続す
る緊急対応方法としており、選択された端末が接続され
る確率を向上させ、効率的な対応を行う可能性を高める
ことができる。
【００１０】また、本発明は、ユーザの生体データを取
得する端末と、端末とＰＨＳ回線網又は携帯電話回線網
を介して接続される監視センタとを備えた緊急対応シス
テムであって、端末が、取得した生体データに異常があ
った場合に、ＰＨＳ回線網又は携帯電話回線網を介して
監視センタに緊急通報する端末であり、監視センタが、
複数の端末の位置情報を監視し、いずれかの端末から緊
急通報を受信すると、端末の位置情報に基づいて、当該
端末の近くにいる別の端末を複数選択し、ＰＨＳ回線網
又は携帯電話回線網に対して緊急通報した端末と選択さ
れた複数の端末とを多者同時通話回線にて接続する要求
を出力する監視センタであり、ＰＨＳ回線網又は携帯電
話回線網が、監視センタからの要求を受信すると、緊急
通報した端末と選択された複数の端末とを多者同時通話
回線にて接続するＰＨＳ回線網又は携帯電話回線網であ
る緊急対応システムとしており、緊急事態が発生したユ
ーザと、近くにいる別のユーザとを接続することがで
き、救急車が到着するまでの間は接続された別のユーザ
が緊急事態に陥ったユーザを力づけるように会話を行う
ことにより、監視センタのオペレータが一人のユーザに
掛かりきりで会話をする必要が無く、別の緊急通報の対
応をすることができ、オペレータの数を増やすことなく
低コストで迅速且つ効率的な対応を行うことができる。
【００１１】また、本発明は、監視センタが、緊急通報
を受信すると、当該端末の位置情報に基づいて、当該端
末の近くにいる別の端末を複数選択し、ＰＨＳ回線網又
は携帯電話回線網に対して緊急通報した端末と選択され
た複数の端末と監視センタとを多者同時通話回線にて接
続する要求を出力する監視センタであり、ＰＨＳ回線網
又は携帯電話回線網が、監視センタからの当該要求を受
信すると、緊急通報した端末と選択された複数の端末と
監視センタとを多者同時通話回線にて接続するＰＨＳ回
線網又は携帯電話回線網である緊急対応システムとして
おり、必要があれば監視センタのオペレータも多者同時
通話に加わることができ、緊急事態に陥ったユーザの状
態が変わった場合には迅速に対応することができる。
【００１２】また、本発明は、端末が、声紋の周波数を
測定する手段を備え、測定された声紋の周波数変化に基
づいてストレスの程度を示すストレスレベルを求め、生
体データと共に監視センタにストレスレベルを送信する
端末であることを特徴とする緊急対応システムとしてお
り、緊急事態に陥ったユーザのストレス状態を示すデー
タも提供することができ、オペレータや医師が更に適切
な判断及び指示することを支援できる。
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【００１３】また、本発明は、ユーザの生体データを取
得する端末と、当該端末とＰＨＳ回線網又は携帯電話回
線網を介して接続される監視センタとを備えた緊急対応
システムであって、端末が、声紋の周波数を測定する手
段を備え、測定された声紋の周波数変化に基づいてスト
レスの程度を示すストレスレベルを求め、生体データと
ストレスレベルとを定期的に監視センタに送信する端末
であり、監視センタが、受信した生体データとストレス
レベルとを端末毎にデータベースとして記憶し、データ
ベースに基づいて当該端末のユーザの生活リズムを導き
出し、新たに受信した生体データ及びストレスレベルと
生活リズムとを比較して、当該ユーザの体調変化による
緊急事態発生を予測する監視センタである緊急対応シス
テムとしており、生体データとストレスレベルを監視し
てユーザの生活リズムを求め、その生活リズムと受信デ
ータとを比較してユーザの体調変化を予測して重度の緊
急状態に陥る前に適切な処置を施すことができ、緊急事
態を未然に防ぐことができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】本発明の実施の形態について図面
を参照しながら説明する。本発明の実施の形態に係る緊
急対応方法及び緊急対応システムは、監視センタにて装
着端末から緊急通報を受信すると、オペレータが、救急
システムに通報すると共に、緊急対応手段が、当該装着
端末に最も近いところにいる別の装着端末を選択し、当
該装着端末と選択された端末とをＰＨＳシステムの多者
同時通話回線で接続する要求を出力し、ＰＨＳシステム
がそれらを多者同時通話回線で接続するようにしている
ので、救急車が到着するまでの間は、呼び出された装着
端末のユーザがオペレータの代わりに緊急事態に陥った
装着者に声を掛けて励ますことができ、この間オペレー
タは別の緊急通報に対応することができ、オペレータの
数を増やすことなく緊急時に迅速且つ効率的に対応で
き、また、多者同時通話回線で接続されたユーザは、緊
急時の対応を自ら学習することができるものである。
【００１５】まず、本発明に係る緊急対応システムの構
成について図１を使って説明する。図１は、本発明に係
る緊急対応システムの概略構成図である。図１に示すよ
うに、本発明の緊急対応システムは、基本的には従来の
緊急対応システムと同様であり、老人等のユーザが装着
する装着端末１と、各装着端末１からのデータを受信し
て監視する監視センタ２とから構成されている。更に監
視センタ２は、回線網（図示せず）を介して消防署４、
警察署５、介護支援センター６、救急病院７等の救急機
関に接続可能となっている。また、救急車には装着端末
１を探索する探索機８が搭載されている。尚、請求項に
記載した「端末」は装着端末１に相当し、「ＰＨＳ回線
網」は、ＰＨＳシステム３に相当するものである。
【００１６】そして、装着端末１と監視センタ２とはＰ
ＨＳシステム３を介してデータの送受信や通話を行うよ
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うになっている。また、ＰＨＳシステム３には多者同時
通話サービスを実現する手段が設けられている。尚、こ
こでは移動通信システムとしてＰＨＳシステムを用いて
いるが、携帯電話システムであっても構わない。
【００１７】各構成部分について具体的に説明する。装
着端末１は、ユーザが容易に身につけることができる端
末であり、装着端末１を装着したユーザ（老人等）の生
体データを測定して、監視センタ２に送信するものであ
る。
【００１８】装着端末１が測定する生体データとして
は、血圧値、心拍数、脈拍、脈波、心電、体温、ＳＰＯ
２（動脈血酸素飽和度）等であり、測定したデータが設
定されている正常範囲であれば１回／日程度の送信を行
うが、正常範囲外、すなわち異常値であれば直ちに監視
センタ２に生体データを付して緊急通報を行うようにな
っている。
【００１９】また、本システムの装着端末１は、位置特
定の精度を高めるためにビーコン信号を発信する機能を
備えているものである。
【００２０】装着端末１は、監視センタ２に生体データ
を送信したり、監視センタ２のオペレータと通話を行う
通信機能を備えている。通信機能は端末に内蔵されてい
ても外付けであっても構わない。また、同時に２回線接
続可能な手段を備えているものであれば、より好まし
い。また、装着端末１は、常時装着タイプの腕時計タイ
プ、補聴器のように耳に装着するタイプ、又は腹部ベル
トタイプ等が考えられる。
【００２１】監視センタ２は、緊急時の対応を行う緊急
対応手段２１を備え、また、各ユーザ毎に、住所氏名や
主治医等の基本情報や、装着端末１から受信した生体デ
ータ、ＰＨＳシステム３の位置管理手段から送信される
各装着端末１の位置情報を記憶するデータベース２２を
備えている。
【００２２】そして、監視センタ２のオペレータは、従
来のシステムと同様に、装着端末１から緊急通報を受信
した場合に、当該装着端末１の位置情報を付して病院や
消防署等に通報するようになっている。
【００２３】また、本システムの特徴部分である緊急対
応手段２１は、装着端末１からの緊急通報を受信し、オ
ペレータによって特定の操作（呼出指示）が為されると
起動するものであり、データベース２２に記憶している
位置情報を検索して、緊急通報を送信した装着端末１に
最も近い位置にいる複数の別の装着端末１を複数選択し
て、緊急事態が発生した装着端末１と複数の別の装着端
末１とを多者同時通話回線で接続するよう、ＰＨＳシス
テム３の多者同時通話サービスに要求するものである。
【００２４】多者同時通話の方法の例について具体的に
説明する。例えば、緊急対応手段２１は、ＰＨＳシステ
ムの多者同時通話サービスに対して予め特定人数で多者
同時通話を行う複数のグループを登録しておき、ふだん
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7
は当該グループの回線は空きになっている。
【００２５】そして、緊急通報を受信すると、緊急対応
手段２１は、位置情報に基づいて選択した複数の装着端
末１に発呼し、オフフックしたものと緊急通報してきた
装着端末１とを同一のグループ構成員として回線接続す
るよう、ＰＨＳシステム３に要求するようになってい
る。グループの指定は、緊急対応手段２１が空き状態の
グループを順次割り当てていく。
【００２６】図１の例では、例えば、緊急対応手段２１
が、装着端末１ａからの緊急通報を受信すると、位置情
報に基づいて装着端末１ａの近くにいる別の装着端末１
ｂ～１ｆを選択して発呼し、ＰＨＳシステム３に対し
て、装着端末１ａと装着端末１ｂ～１ｆの内のオフフッ
クされたものを特定のグループに接続するよう要求する
ものである。そして、これらの端末が接続されると多者
同時通話が可能となるものである。
【００２７】また、ＰＨＳシステム３は、監視センタ２
の緊急対応手段２１からの要求に従って、指定された装
着端末１を、指定されたグループ構成員として多者同時
通話回線で接続するものである。
【００２８】これにより、緊急事態に陥ったユーザは、
多者同時通話回線によって接続されたその他の装着端末
１のユーザと通話可能になるものである。尚、ここで
は、複数の装着端末１を選択して、オフフックされる確
率を高めているが必ずしも複数でなくても構わない。
【００２９】そして、救急車等が到着するまで他の装着
端末１ｂ～１ｆの装着者から緊急事態に陥ったユーザに
励ましの声掛けをしてもらうようにすることで、監視セ
ンタ２のオペレータは、一人のユーザだけに束縛される
ことなく、他の緊急通報にも対応可能となり、オペレー
タの数を増やさずにすむものである。
【００３０】ここで、装着端末１ａが同時に２回線接続
可能ではない場合には、緊急対応手段２１は、緊急通報
時に接続された回線を一旦切断し、改めて多者同時通話
回線に接続する要求を出力する。
【００３１】この場合には、多者同時通話要求時に自己
（監視センタ２）も含めて接続する要求をすることによ
り、緊急事態が発生した装着端末１と、選択された装着
端末１と、監視センタ２とが同一のグループとして接続
され、監視センタ２のオペレータも会話に参加すること
ができ、状態の変化に迅速に対応することができるもの
である。
【００３２】あるいは、装着端末１ａからの緊急通報を
受信して、オペレータによる呼出指示により緊急対応手
段２１が起動すると、直ちに空き状態のグループを割り
当てて緊急通報した装着端末１ａと監視センタ２とを多
者同時通話とするよう、ＰＨＳシステム３に要求し、グ
ループ構成員数２でグループ通話を開始する。その後、
位置情報に基づいてデータベース２２を検索して近くに
いる装着端末１を選択し、発呼してオフフックしたもの
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について、当該グループに入れるようにＰＨＳシステム
３に要求することも考えられる。この方法は、装着端末
１が同時に２回線接続可能でなくても実現できるもので
ある。
【００３３】また、同時に２回線接続可能な端末であれ
ば、１回線を緊急通報時に接続された監視センタ２との
通話にあて、他の１回線を多者同時通話回線にあてるこ
とが可能である。選択されたユーザが緊急事態に陥った
ユーザに声掛けをしているときでも、オペレータが別の
回線で会話をすることができ、緊急事態に陥ったユーザ
の状態が変わった場合には迅速な対応を行うことができ
るものである。
【００３４】いずれの場合でも、多者同時通話について
の課金は、監視センタ２に対して為されるものである。
【００３５】次に、本発明の実施の形態に係る緊急対応
方法（本方法）について図１を用いて具体的に説明す
る。ここでは、装着端末１が同時に２回線の接続をしな
いものとして説明する。まず、図１の緊急対応システム
において、監視センタ２のデータベース２２では各装着
端末１ａ～１ｊから送信される生体データ及びＰＨＳシ
ステムの位置管理手段から送信される装着端末１毎の位
置情報を記憶しておく。
【００３６】尚、本システムでは、装着端末１にビーコ
ン信号の発信機能を備え、基地局において受信したビー
コン信号から発信源である装着端末１の方向を求め、更
に信号の電界強度から距離を求めることにより、装着端
末１の位置を特定する。これにより、従来のＰＨＳシス
テムにおける三角法による位置特定に比べて特定精度を
大幅に向上させることが可能となるものである。そし
て、基地局で特定された位置を、位置管理手段が位置情
報として監視センタ２に出力するものである。監視セン
タでは、受信した各端末の位置情報を地図上に表示する
ようにしている。
【００３７】また、本システムでは、装着端末１からの
ビーコン信号を受信して電界強度と方向に基づいて位置
を特定する探索機８を救急車に搭載しており、緊急時に
より迅速に目的の装着端末１の所に到着できるようにし
ている。
【００３８】そして、例えば装着端末１ａを装着してい
る老人に異常が発生して、装着端末１ａが生体データの
異常を検出すると、装着端末１ａが監視センタ２に直ち
に生体データを付して緊急通報を送信する。
【００３９】監視センタ２で緊急通報を受信すると、受
信した生体データをデータベース２２に記憶し、オフフ
ックして通話状態になる。オペレータは、ＰＨＳ回線を
介して「どうなさいましたか」といった声掛けを行い、
装着端末１ａを装着しているユーザと会話を行って意識
の有無や生体データの状態を確認し、状態に応じて病院
や消防署、警察等に通報する。その際、オペレータは、
パネル等に表示されている位置情報を見て、装着端末１
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9
ａの位置を確認し、位置も知らせる。
【００４０】そして、緊急通報が誤報であった場合や、
緊急通報した装着端末１ａのユーザの状態があまり悪く
なく病院への連絡や救急車の手配が不要である場合には
そのまま通話を終わる。
【００４１】しかし、ユーザの症状が良くない場合に
は、オペレータは病院に生体データを転送して緊急を知
らせる通報を行うと共に、消防署等へも救急の通報を行
う。そして、本方法の特徴として、オペレータは、通報
に加えて、操作部（図示せず）から、装着端末１ａの近
くにいる別の装着端末１を呼び出す特定の呼出指示を入
力する。
【００４２】呼出指示が入力されると、緊急対応手段２
１が起動され、データベース２２を検索して、緊急通報
した装着端末１ａの位置情報を確認し、当該位置の近く
にいる複数の他の装着端末１の番号を読み出し、発呼す
る。その際に、緊急通報時に接続された装着端末１ａと
の回線は切断する。
【００４３】そして、ＰＨＳシステム３の多者同時通話
サービスに対して、先程発呼した他の装着端末１の内、
オフフックして回線接続された（複数の）装着端末１
と、緊急事態の装着端末１ａと監視センタ２を同一の多
者同時通話用のグループに接続するよう要求する。呼び
出す装着端末１の台数は予め設定されているが、グルー
プ構成員の制限数以内で適宜変更可能なものとする。
【００４４】図１の例では、装着端末１ａの近くにいる
装着端末１として、装着端末１ｂ～１ｆを選択して発呼
し、ＰＨＳシステム３に多者同時通話を要求する。これ
により、ＰＨＳシステム３の多者同時通話サービスで
は、緊急事態に陥った装着端末１ａと、選択された装着
端末１ｂ～１ｆの内、オフフックしたものと、監視セン
タ２とを同一グループの構成員として多者同時通話回線
で接続する。
【００４５】緊急対応手段２１が他の装着端末１に発呼
する際、オフフックしたユーザに対しては、「○○さん
が救急車を待っておられますので、励ましてあげてくだ
さい」といったメッセージを出力するようにしてもよ
い。また、各ユーザには、登録時に緊急事態が生じた場
合には、相互扶助の精神で、見ず知らずの他人であって
も適切な会話をしてもらうことを説明しておく。
【００４６】緊急事態の装着端末１ａと複数の装着端末
１ｂ～１ｆのいずれかと、監視センタ２とが多者同時通
話回線で接続されると、装着端末１ｂ～１ｆのユーザ
は、緊急事態に陥った装着端末１ａのユーザを元気づ
け、励ますように会話をする。
【００４７】これにより、装着端末１ａから緊急通報が
あった場合に、監視センタ２のオペレータは、初期の状
況判断と病院や消防署等への通報を行えば、後は緊急対
応手段２１によって選択された複数の装着端末１のユー
ザに励ましの会話を任せることができ、オペレータが一
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人のユーザに掛かりきりにならずにすみ、システムの効
率的な運用が可能となるものである。また、緊急事態に
陥ったユーザに回線接続された装着端末のユーザも、緊
急時の対応を自ら学習することができるものである。
【００４８】また、必要があれば監視センタ２も多者同
時通話に参加できるようにしているので、緊急事態に陥
ったユーザの状態が急変した場合にも、迅速な対応が可
能となるものである。
【００４９】また、これとは別に、装着端末１が同時に
２回線接続可能なものであれば、上述したように、緊急
通報の際の装着端末１ａと監視センタ２との回線を切断
せずに、他方の回線で多者同時通話回線に接続するよう
にし、緊急対応手段２１は多者同時通話回線では装着端
末１同士を接続する要求をすればよい。
【００５０】これにより、緊急事態が発生した装着端末
１ａでは、先に接続された回線を保持した状態でもう一
方の回線を多者同時通話回線に接続して、他の装着端末
１のユーザによる励ましの声を聞くことができると共
に、オペレータとの回線も保持されているので、状態が
急変した場合にもオペレータが迅速な対応を行うことが
できるものである。
【００５１】更に、病院においても多者同時通話回線に
接続可能な端末を備えておき、緊急対応手段２１が病院
の端末も多者同時通話回線に接続する要求を出力すれ
ば、緊急通報を受けた医師も多者同時通話に参加するこ
とが可能となり、医師は、監視センタ２から送信された
生体データと、患者との会話に基づいて判断や指示を行
うことができるものである。そして、このようにするこ
とにより、医師を監視センタ２に常駐させる必要が無く
なり、システム運営のコストを大幅に低減することがで
きるものである。
【００５２】本発明の実施の形態に係る緊急対応方法及
び緊急対応システムによれば、装着端末１ａがユーザの
生体データを取得して異常値であれば監視センタ２に緊
急通報を送信し、監視センタ２で緊急通報を受信する
と、オペレータが装着端末１ａのユーザと通話を行って
状態を確認し、緊急事態であると判断すると、当該装着
端末１ａの位置と共に病院や消防署へ通報し、特定の呼
出指示を入力すると緊急対応手段２１が起動して、装着
端末１ａの近くにいる複数の別の装着端末１ｂ～１ｆを
選択して発呼し、ＰＨＳシステム３に対して、当該複数
の別の装着端末１ｂ～１ｆの中のオフフックしたもの
と、緊急事態の装着端末１ａとを多者同時通話回線で接
続するよう要求を出力するようにしているので、救急車
が緊急事態に陥ったユーザの元に到着するまでの間、他
の装着端末１ｂ～１ｆのいずれかのユーザが、オペレー
タの代わりに緊急事態のユーザを落ち着かせて元気づけ
るように会話を行うことができ、オペレータは１人のユ
ーザだけに独占されずに別の緊急通報にも対応でき、オ
ペレータの数を増やすことなく、コストを増大させず
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に、緊急時に迅速且つ適切に対応することができる効果
がある。
【００５３】また、多者同時通話に監視センタ２を含め
るようにすれば、監視センタのオペレータも必要な場合
には会話に参加できるので、緊急事態に陥ったユーザの
状態が変化した場合には、迅速に対応することができる
効果がある。
【００５４】また、装着端末１として同時に２回線の接
続が可能なものを用いれば、緊急通報時に監視センタ２
と接続された回線を保持した状態で、もう一方の回線で
多者同時通話回線に接続すれば同様の効果が得られる。
【００５５】また、本方法及び本システムによれば、他
の装着端末１として複数の装着端末１を呼び出すように
しているので、少なくともいずれか１台の装着端末１の
ユーザは会話可能である可能性が高く、より確実に励ま
しの会話を行うことができる効果がある。
【００５６】また、本方法及び本システムによれば、緊
急対応手段２１が、緊急通報をしてきた装着端末１の近
くにいる別の装着端末１を選択して多者同時通話で呼び
出すようにしているので、呼び出された別の装着端末１
のユーザが現場に向かうこともでき、心得があれば必要
に応じて救急車が到着する前に人工呼吸や心臓マッサー
ジ等の緊急救命作業を行ったり、衣服を緩めるといった
補助作業を行うことも可能である。
【００５７】更に、会話相手として選択されたユーザに
対しても、緊急事態の対応を行うことにより健康に対す
る注意を喚起し、自分自身の健康管理を見直すきっかけ
となる効果がある。
【００５８】また、多者同時通話回線にて病院の端末も
接続するようにすれば、緊急通報を受けた医師も多者同
時通話に参加でき、医師は、監視センタ２から送信され
た生体データと、患者との会話に基づいて判断や指示を
行うことができ、他の装着端末のユーザが医師の指示に
従って適切な救命作業を行うことができ、後遺症が出た
り死に至るケースを減少できる効果がある。
【００５９】また、本システムによれば、装着端末１に
ビーコン信号の発信機能を設け、基地局において、ビー
コン信号を受信することにより発信源の方向と距離を求
めて装着端末１の位置を特定するようにしているので、
位置特定の精度を大幅に向上させることができ、緊急時
の救出時間を短縮することができ、救出後に後遺症が出
たり死に至るケースを減少できる効果がある。また、位
置特定の精度が上がったことにより、普通のお年寄りの
外出時や、徘徊老人にも適用でき、利便性を向上できる
ものである。
【００６０】更にまた、装着端末１からのビーコン信号
を受信して電界強度と方向から装着端末１の位置を探索
する探索機８を救急車等に搭載しておくことにより、救
急車は、監視センタ２が位置管理手段から取得した位置
情報に基づいて出動し、目的地近辺になると探索機８に
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より緊急通報を行った装着端末１を探索することがで
き、緊急事態に陥った装着端末１の所により早く到着す
ることができる効果がある。
【００６１】更に、装着端末に装着者自身が操作する緊
急用押しボタンを設けることも可能である。緊急用押し
ボタンが押下されると、装着端末は、予め設定された特
定の番号宛に発呼するものである。これにより、装着者
自身が体調の異常を感じた場合に、自分で緊急呼出を行
うことができる効果がある。
【００６２】この場合、例えば緊急用押しボタンを３個
設け、緊急監視センタを呼び出すもの、家族を呼び出す
もの、主治医を呼び出すもの、といった具合に接続先を
割り付けることが考えられる。更に、緊急センタ呼出用
のボタンは大きくし、他の２つは小さくすれば、緊急連
絡用のボタンが識別しやすいという効果がある。
【００６３】また、緊急通報の接続先を上述した３箇所
として予めＰＨＳシステムに登録しておくことにより、
これらの接続先に発呼する場合には通常の通話料よりも
安い料金で済む効果がある。
【００６４】更にまた、装着端末及び監視センタ２に、
受信音声の声紋分析手段を設け、受信音声の声紋の変化
によるストレス状態の判定を行うことも考えられる。こ
れは、対象者の通常時の声紋の周波数を記憶しておき、
通常時の声紋と実際の会話時の声紋の周波数を比較する
ことにより、対象者のストレス状態を判定するものであ
る。一般的には、緊張時には声紋の周波数は大きくなる
ものである。
【００６５】例えば、独居老人の別居家族が当該装着端
末を用いて老人と会話を行う場合、家族の装着端末に予
め老人の通常時の声紋を登録しておく。そして、老人と
の通話時に、会話をしながら老人の声紋周波数を測定
し、予め登録しておいた声紋周波数とのずれを検出し
て、ストレス状態の程度をストレスレベルとして段階判
定するものである。
【００６６】そして、装着端末が、ストレスレベルを表
示等により報知することにより、家族は、それを見て老
人のストレスがたまっていれば会話時間を長くしたり、
面会を早めたりするといった対応を行うことができる効
果がある。
【００６７】ストレスレベルの表示例としては、りんご
のイラストを表示し、ストレスレベルが高くなるとりん
ごがかじられて欠けていき、といった表示が考えられ、
ストレスレベルを分かり易く表示することができる効果
がある。ストレスレベルが最悪の状態では小さな点とな
って表示と音声で緊急事態を報知することも考えられ
る。
【００６８】また、装着端末のユーザ自身の声紋を登録
しておけば、生体データと共にストレスレベル等のスト
レスデータを取得して監視センタ２に送信することがで
きるものである。また、自分でも自分のストレス状態を
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客観的に監視することができ、セルフコントロールが可
能となる効果がある。
【００６９】また、監視センタ２が、装着端末１からの
通報時に、生体データと共にストレスデータを病院へ通
報すれば、患者の症状に関するより多くの判断材料を医
師に提供することが可能となり、患者の声と生体データ
とストレスデータのトリプル確認もでき、より適切な判
断を行うことができる効果がある。
【００７０】更に、監視センタ２において各ユーザの生
体データと声紋分析によるストレスデータとをデータベ
ース化してデータの解析を行うことにより、緊急時を事
前に予知することも可能となる。
【００７１】例えば、興奮するとストレスが高くなり、
体温や血圧も上昇することは一般的に知られていること
である。これを、ストレスデータや生体データに基づい
て計数化し、統計的に分析して傾向値を求めることによ
り、緊急時の初期微動を捕らえることができ、重度の緊
急事態を未然に防ぐことが可能となる効果がある。
【００７２】具体的には、生体データとストレスデータ
とを記憶したデータベースに基づいて、各ユーザの生活
リズムを導き出し、そのリズムの乱れからユーザの装着
端末に警告を発したり、緊急事態の発生を予測して病院
や救急機関に報知するといった適切な処置を可能とする
ものである。
【００７３】生活リズムは通常１日ごとのリズムとして
記憶し、例えば過去数ヶ月の平均を求めて基準とする
が、季節によっても変動があるためセンタにおける記憶
容量に余裕があれば数年分のデータを保持して平年値を
算出するようにしてもよい。
【００７４】これにより、ユーザが倒れてしまう前に、
ユーザに例えば過度の運動は止めるように警告したり、
救急車等の手配を行うことができ、早期治療が可能とな
ったり、ユーザが致命的な症状に陥るのを防ぐことがで
き、更には予防に役立てることも可能となる効果があ
る。
【００７５】また、営業マンが当該装着端末を装着すれ
ば、客との会話時に客の声紋分析を行って、販売の見込
みがあるか否かを判断する際の材料とし、営業戦略に役
立てることができる効果がある。
【００７６】更に、恋人同士が互いに装着端末を装着
し、「愛してる？」「愛してるよ」といった会話でのス
トレスを判定することにより、真偽のほどを確認すると
いった遊び感覚の利用方法を可能とする効果がある。
【００７７】本発明の実施の形態に係る緊急対応システ
ムで用いられる端末としては、通常のＰＨＳ機能又は携
帯電話機能にストレスデータを取得するストレスセンサ
と押しボタン機能を備えた端末（２ＫＡ型）、２ＫＡ型
の機能に脈拍、脈波、心電図、体温のセンサを設けた端
末（２ＫＢ型）、２ＫＡ型の機能に血圧センサを設けた
端末（２ＫＣ型）、２ＫＡ型の機能と２ＫＢ型と２ＫＣ
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型の機能を全て備えた端末（２ＫＤ型）がある。
【００７８】
【発明の効果】本発明によれば、ユーザの生体データを
取得する複数の端末の位置情報を監視し、いずれかの端
末から生体データに異常があったことを示す緊急通報を
受信すると、当該端末の位置情報に基づいて、当該端末
の近くにいる別の端末を選択し、緊急通報した端末と選
択された端末とを回線接続する緊急対応方法としている
ので、緊急事態が発生したユーザと、近くにいる別のユ
ーザとを接続することができ、救急車が到着するまでの
間は接続された別のユーザが緊急事態に陥ったユーザを
力づけるように会話を行うことにより、監視センタのオ
ペレータが一人のユーザに掛かりきりで会話をする必要
が無く、別の緊急通報の対応をすることができ、オペレ
ータの数を増やすことなく低コストで迅速且つ効率的な
対応を行うことができる効果がある。
【００７９】また、本発明によれば、ユーザの生体デー
タを取得する複数の端末の位置情報を監視し、いずれか
の端末から生体データに異常があったことを示す緊急通
報を受信すると、当該端末の位置情報に基づいて、当該
端末の近くにいる別の端末を複数選択し、緊急通報した
端末と選択された複数の端末とを多者同時通話回線にて
接続する緊急対応方法としているので、選択された端末
が接続される確率を向上させ、効率的な対応を行う可能
性を高めることができる効果がある。
【００８０】また、本発明によれば、ユーザの生体デー
タを取得する端末と、端末とＰＨＳ回線網又は携帯電話
回線網を介して接続される監視センタとを備えた緊急対
応システムであって、端末が、取得した生体データに異
常があった場合に、ＰＨＳ回線網又は携帯電話回線網を
介して監視センタに緊急通報する端末であり、監視セン
タが、複数の端末の位置情報を監視し、いずれかの端末
から緊急通報を受信すると、端末の位置情報に基づい
て、当該端末の近くにいる別の端末を複数選択し、ＰＨ
Ｓ回線網又は携帯電話回線網に対して緊急通報した端末
と選択された複数の端末とを多者同時通話回線にて接続
する要求を出力し、ＰＨＳ回線網又は携帯電話回線網
が、監視センタからの要求を受信すると、緊急通報した
端末と選択された複数の端末とを多者同時通話回線にて
接続する緊急対応システムとしているので、緊急事態が
発生したユーザと、近くにいる別のユーザとを接続する
ことができ、救急車が到着するまでの間は接続された別
のユーザが緊急事態に陥ったユーザを力づけるように会
話を行うことにより、監視センタのオペレータが一人の
ユーザに掛かりきりで会話をする必要が無く、別の緊急
通報の対応をすることができ、オペレータの数を増やす
ことなく低コストで迅速且つ効率的な対応を行うことが
できる効果がある。
【００８１】また、本発明によれば、監視センタが、緊
急通報を受信すると、当該端末の位置情報に基づいて、
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当該端末の近くにいる別の端末を複数選択し、ＰＨＳ回
線網又は携帯電話回線網に対して緊急通報した端末と選
択された複数の端末と監視センタとを多者同時通話回線
にて接続する要求を出力し、ＰＨＳ回線網又は携帯電話
回線網が、監視センタからの当該要求を受信すると、緊
急通報した端末と選択された複数の端末と監視センタと
を多者同時通話回線にて接続する緊急対応システムとし
ており、必要があれば監視センタのオペレータも多者同
時通話に加わることができ、緊急事態に陥ったユーザの
状態が変わった場合には迅速に対応することができる効
果がある。
【００８２】また、本発明によれば、端末が、声紋の周
波数を測定する手段を備え、測定された声紋の周波数変
化に基づいてストレスの程度を示すストレスレベルを求
め、生体データと共に監視センタにストレスレベルを送
信する緊急対応システムとしているので、緊急事態に陥
ったユーザのストレス状態を示すデータも提供すること
ができ、オペレータや医師が更に適切な判断及び指示す
ることを支援できる効果がある。
【００８３】また、本発明によれば、端末が、測定され
た声紋の周波数変化に基づいてストレスの程度を示すス*
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*トレスレベルを求め、生体データとストレスレベルとを
定期的に監視センタに送信し、監視センタが、受信した
生体データとストレスレベルとを端末毎にデータベース
として記憶し、それに基づいて当該端末のユーザの生活
リズムを導き出し、新たに受信した生体データ及びスト
レスレベルと生活リズムとを比較して、当該ユーザの体
調変化による緊急事態発生を予測する緊急対応システム
としているので、生体データとストレスレベルを監視し
てユーザの生活リズムを求め、その生活リズムと受信デ
ータとを比較してユーザの体調変化を予測して重度の緊
急状態に陥る前に適切な処置を施すことができ、緊急事
態を未然に防ぐ効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る緊急対応システムの
概略構成説明図である。
【符号の説明】
１…装着端末、  ２…監視センタ、  ３…ＰＨＳシステ
ム、  ２１…緊急対応手段、  ２２…データベース、  
４…消防署、  ５…警察署、  ６…介護支援センタ、  
７…救急病院、  ８…探索機

【図１】
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摘要(译)

在传统的紧急响应系统中，监视中心的操作者存在一个问题，即一个用
户不堪重负，不能响应另一个紧急呼叫，但是，在本发明中，操作者的
数量很大。 提供一种能够在不增加数量的情况下快速而有效地响应紧急
情况的紧急响应方法和紧急响应系统。 解决方案：当从安装终端1a接收
到紧急呼叫时，紧急响应装置21选择靠近安装终端1a的另一个安装终端
1b至1f进行呼叫，PHS系统3使安装终端1a进行选择。 通过将选择的终
端1b至1f与多方同时呼叫线路连接，提供了一种紧急响应方法，该方法
使所选终端的用户而不是话务员能够讲话以鼓励进行紧急呼叫的终端的
用户 以及应急系统。
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